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太陽光発電システムの導入と生態系保全＊カーボンニュートラルローン 未来よし（2007年取扱開始）

　「カーボンニュートラルローン 未来よし」は、自然エネルギー
の導入を促進し、琵琶湖の環境と生態系を取り戻すことを目的
とするサービスです。
　この仕組みは、お客さまが当行の環境対応型融資商品を利用し
て太陽光発電システム等を導入された場合に、削減された温室効
果ガスの量を当行が推計します。そして、排出権取引価格を参考に
金額換算し、琵琶湖の固有種で絶滅危惧種のニゴロブナ・ワタカ
の保護・育成・放流事業に資金を拠出します。
　2007年度より総額1,040万円を、公益財団法人滋賀県水産振興
協会が実施する琵琶湖の生態系保全事業へ寄贈しています。これは
ニゴロブナ24万匹、ワタカ18万匹相当になります。2013年1月
には草津市の烏丸半島で「ニゴロブナ・ワタカ放流式」を開催し、
養殖された12cmの稚魚を、役職員163名で一斉に放流しました。

金融機関初の観光特化投資ファンド＊滋賀の魅力発信ファンド（2011年5月取扱開始）

　「滋賀の魅力発信ファンド」は、滋賀ならではの地域資源「自
然・食・歴史・産業」と「観光」とを融合させ、地域ブランドの魅力向
上や、地域資源を活用した企画開発に取り組むお客さまの支援
を目的とするファンドです。また、「滋賀の魅力発信ファンド」を有
効に活用するため、100本以上の個人参加型ファンド組成の実
績をもつミュージックセキュリティーズ株式会社との間で、ビ
ジネスマッチング業務で提携しています。
　第１号案件として、滋賀県内でトップの観光客数を誇る黒壁ガ
ラス館（滋賀県長浜市）のブランド力向上を目的に設立された
「黒壁ガラス工房ファンド」に対して、75万円を投資しています。
　また、最近では琵琶湖産真珠の再生を目的に設立された
「琵琶パールファンド」に対しても投資しました。琵琶湖産真珠
は、かつて盛んに養殖されていましたが、水質汚濁や水草の異
常繁茂等により近年生産量が落ち込んでいます。投資によって
琵琶パールの再生を支援しています。

環境会計
環境保全活動の報告の一環として、2006年度より環境会計を導入し、公表しています。
環境対応型金融商品の提供は、短期的な効果を求めるのではなく、長期的な目線でお客さまと継続的なリレーション（長期的な関係）を構
築し、持続可能な社会を築いていくことに意義があり、それこそが地方銀行としての使命であると考えています。
環境会計導入時の2006年以降徐々に収益が伸び、2012年度の環境保全対策に伴う経済効果の合計額は396百万円となりました。
これもひとえに、地域の皆さまのご支援のたまものと感謝申し上げます。

再生可能エネルギー導入促進
　2012年4月より、滋賀県中小企業振興資金融資制度「政策推進資金（省エネ・再生可能エネルギー枠）」の取り扱いを開始しました。
この制度は、県内の電力需給の改善および再生可能エネルギーへの転換を進めることを目的に創設されたもので、太陽光発電設備
や空調設備の導入など、これまで80件超の利用があります。（2013年7月末時点）
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自然エネルギー導入

ＰＬＢ資金・エコクリーン資金（省エネ・温暖化ガス削減プラン）

エコ＆耐震住宅ローン
セレクトリフォームローン エコ＆耐震

適用金利より更に年▲ %0.1

生物多様性の保全

琵琶湖の環境と生態系保全の「いきものがたり」活動 連携  ●滋賀県農政水産部 ●公益財団法人滋賀県水産振興協会
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体重１００ｇのワタカは、夏場に
１日約３０ｇの水草を食べます。

※12ｃmまで大きくして放流

湖国の食文化の保全

水草の異常繁茂を防止

耳石 染色されたＡＬＣ耳石標識 〈写真提供：滋賀県水産試験場〉

放流するニゴロブナは、特殊な色素で
染色したＡＬＣ耳石標識により識別できる
ことから、一定期間後にサンプリング
（捕獲）して繁殖状況などを調査します。
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太陽光発電システム導入などの場合

しがぎんが放流するニゴロ
ブナのしるしとして、3重の
リングマークをつけています

　「黒壁ガラス工房ファンド」に投資いただき感謝しています。

当社では、作家が吹きガラス工房で工芸作品の制作に取り組んでいます。

今年は黒壁25周年に当たり、新しい

試みとして今までとは違う、シンプルで

ガラスの美しさが出る作品の制作に

挑戦しています。皆さまにも良い作品を

お見せできるよう頑張ってまいりますので

是非ご期待いただければと思います。

ファンド投資先企業の声

黒壁ガラス館

常繁茂等により近年生産量が落ち込んでいます。投資によって
琵琶パールの再生を支援しています。
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環境保全対策に
伴う経済効果
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費用削減

環境対応型融資商品による資金利益

エコ関連ファンド販売手数料等

エネルギー費用の削減
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❶対象期間 ： 2012年4月1日～2013年3月31日　❷対象範囲 ： 滋賀銀行単体　❸集計方法 ： 環境省「環境会計ガイドライン」を参考
※【注記】2012年度より次の①、②を変更しています。
①「再生可能エネルギーの固定価格買取制度」の実施により、太陽光発電関連融資を計上しています。
②環境配慮型の省エネ住宅が増加しており、「エコ&耐震住宅ローン」の抽出基準を一部見直し、計上しています。

環境対応型融資商品の残高は126,343百万円となりました。（2012年度の実行件数：1,227件、実行金額：27,174百万円）
お客さまの環境保全活動をサポートするために424百万円の金利を優遇いたしました。
環境対応型融資商品による資金利益（貸出金利息－資金調達原価）は366百万円となり、エネルギー費用などの削減と合わせて、
396百万円の経済効果となりました。
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